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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第114期

第３四半期連結
累計期間

第115期
第３四半期連結

累計期間
第114期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

売上高（百万円） 75,397 89,875 103,654

経常利益又は経常損失（△）（百

万円）
△184 2,232 2,636

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（百万円）
△1,398 369 △5,156

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△2,163 1,472 △3,337

純資産額（百万円） 57,767 57,387 56,593

総資産額（百万円） 145,758 147,198 145,814

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

△10.30 2.72 △37.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 39.63 38.99 38.81

　

回次
第114期

第３四半期連結
会計期間

第115期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年10月１日
至　平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
3.11 6.31

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第115期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

４．第114期第３四半期連結累計期間及び第114期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につい

ては、１株当たり四半期（当期）純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安局面の定着により企業の景況感が改善するも、原発再稼

働の具体的な予定が定まらない状況下、火力発電の燃料輸入費がかさむなどの要因で、経常収支の赤字傾向も見え

始めました。

　一方、当社グループを取り巻く事業環境につきましては、為替相場（円／米ドル）が前年同期と比べて大幅な円

安水準で推移しました。しかしながら、亜鉛・鉛のＬＭＥ（ロンドン金属取引所）相場は、亜鉛・鉛の供給過剰感

が徐々に改善されているものの、中国をはじめとする新興国の需要が伸び悩み、想定した水準で推移するに至りま

せんでした。また、銀相場は、米ドル高の裏返しの現象となった金価格の下落に引きずられ、前年同期を大きく下

回る水準で推移しました。

　当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、前述のとおり大幅な円安で推移したことに加え、銀・亜鉛

の増販や連結子会社の豪州鉱山会社CBH Resources Ltd.（以下「ＣＢＨ社」という。）が保有するラスプ鉱山の本

格稼働等から、下表のとおり売上高が898億75百万円と、前年同期比144億78百万円の増収（19％）となりました。

　損益面では、営業利益は、円安やＣＢＨ社の出荷増等により33億47百万円と、前年同期比42億48百万円の改善と

なりました。経常損益は、ＣＢＨ社に対する豪ドル建て貸付金及び同社の米ドル建て借入金の為替評価損失等から

22億32百万円と、営業利益よりも小幅な前年同期比24億17百万円の改善となりました。四半期純損益は、さらに法

人税負担等が加わり3億69百万円まで大きく縮小し、経常利益よりも小幅な17億67百万円の改善となりました。

　

（累計） 　 　 　（単位：百万円）

　
売上高

営業利益又は

営業損失（△）

経常利益又は

経常損失（△）

四半期純利益又は

四半期純損失（△）

平成26年３月期第３四半期 89,875 3,347 2,232 369

平成25年３月期第３四半期 75,397 △901 △184 △1,398

増減額 14,478 4,248 2,417 1,767

増減率（％） 19 － － －

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　

① 製錬事業部門

《亜鉛》

　販売数量面では、主用途である亜鉛めっき鋼板向けが堅調に推移し、前年同期比8％の増販となりました。価

格面では、ＬＭＥ相場が期中平均1,870ドル／トンと前年同期（1,923ドル／トン）比53ドル下落しました。国内

価格は、大幅な円安により期中平均234千円／トンと前年同期（200千円／トン）比34千円上昇しました。この結

果、売上高は前年同期比28％の増収となりました。

《鉛》

　販売数量面では、主用途であるバッテリー向けが前年同期並で推移したことから、前年同期比若干の増販とな

りました。価格面では、ＬＭＥ相場が期中平均2,090ドル／トンと前年同期（2,052ドル／トン）比38ドル上昇し

ました。国内価格も、大幅な円安により期中平均267千円／トンと前年同期（215千円／トン）比52千円上昇しま

した。この結果、売上高は前年同期比27％の増収となりました。

《銀》

　販売数量面では、輸出の増加もあり、前年同期比5％の増販となりました。価格面では、ロンドン銀相場が期

中平均21.7ドル／トロイオンスと前年同期（30.7ドル／トロイオンス）比8.9ドル下落し、国内価格も、大幅な

円安はあったものの期中平均71,160円／キログラムと前年同期（80,368円／キログラム）比9,208円下落しまし

た。結果として、売上高は前年同期比8％の減収となりました。
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　以上のほか、硫酸などその他の製品を合わせた当事業部門の売上高は、前述の通り大幅な円安等により609億26

百万円と前年同期比89億87百万円（17％）の増収、営業利益は29億29百万円と前年同期比30億74百万円の改善とな

りました（前年同期は1億45百万円の損失）。

　

② 資源事業部門

　ＣＢＨ社を擁する当事業部門の売上高は、昨年７月にラスプ鉱山が開山しエンデバー鉱山と合わせ２拠点での生

産体制に移行したことから、115億57百万円と前年同期比38億72百万円（50％）の大幅な増収となりました。営業

損益はまだ17億42百万円の損失ではあるものの、豪ドルが米ドルに対して安く推移したことや操業改善等により、

前年同期比7億52百万円の増益となりました（前年同期は24億94百万円の損失）。

　

③ 電子部材事業部門

《電子部品》

　主用途の内、産業機器向けが低迷したものの、エアコン向けや車載電装向けが好調に推移し、売上高は前年同

期比2％の増収となりました。

《電解鉄》

　世界のトップシェアを誇る電解鉄は、主力製品のマイロンが特殊鋼向け、アトミロンが鉄鋼向けに好調で、売

上高は前年同期比で12％の増収となりました。

《プレーティング》

　ＩＴ・デジタル機器などの接点に使用されるプレーティング製品（金、銀、錫、ニッケル等のメッキ材）は、

車載向けは好調だったものの、精密電子機器用途の金メッキの落ち込みが激しく、売上は前年同期比で2％の減

収となりました。

《機器部品》

　主力製品のタイヤ用バランスウエイト及び自動車関連部品・一般産業機器向けの粉末冶金製品が好調に推移

し、売上高は前年同期比で10％の増収となりました。

　

　以上の結果、当事業部門の売上高は51億39百万円と前年同期比1億99百万円（4％）の増収となり、営業利益は7

億41百万円と前年同期比1億29百万円（21％）の増益になりました。

　

④ 環境・リサイクル事業部門

《酸化亜鉛》

　電炉ダストから製造する主力製品の酸化亜鉛（商品名：銀嶺Ｒ）は、タイヤメーカー向けの販売が堅調で、売

上高は前年同期比で7％の増収となりました。

《その他のリサイクル事業》

　使用済みニカド電池や廃酸の処理などその他リサイクル事業は、順調に推移し、売上高は前年同期比で14％の

増収となりました。

　

　以上の結果、当事業部門の売上高は35億28百万円と前年同期比3億29百万円（10％）の増収、営業利益は6億36百

万円と前年同期比2億77百万円（77％）の増益となりました。

　

⑤ その他事業部門

《防音建材事業》

　大学病院向けのＸ線遮蔽鉛板及び一般防音向け制振遮音材が好調に推移し、売上高は前年同期比で12％の増収

となりました。

《土木・建築・プラントエンジニアリング事業》

　土木・建築部門の売上高が増加し、大型プラント案件も完工したことなどにより、売上高は前年同期比で17％

の増収となりました。

《運輸事業その他》

　運輸部門は、運送荷物の増加やリサイクル原料等の扱い量の増加により、売上高は前年同期比19％の増収とな

りました。商社部門は国内金属価格の上昇に伴い、売上高は前年同期比13％の増収となりました。

　

　以上のほか、環境分析部門を合わせた当事業部門の売上高は、87億23百万円と前年同期比10億90百万円(14％)の

増収となったものの、防音建材事業以外の利益率が伸び悩み、営業利益は7億15百万円と前年同期比39百万円

（5％）の減益となりました。
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、134百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 264,000,000

計 264,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月10日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 135,855,217 135,855,217
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数
は、1,000株
であります。

計 135,855,217 135,855,217 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 135,855,217 － 14,630 － 6,950

　

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

①【発行済株式】

　 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　　56,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　135,496,000 135,496 －

単元未満株式 普通株式　　　303,217 － －

発行済株式総数 135,855,217 － －

総株主の議決権 － 135,496 －

　

②【自己株式等】

　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

東邦亜鉛株式会社
東京都中央区日本橋

本町１丁目６番１号
56,000 － 56,000 0.04

計 － 56,000 － 56,000 0.04

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,414 9,545

受取手形及び売掛金 14,667 15,125

たな卸資産 31,295 31,910

その他 4,007 7,395

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 61,384 63,977

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,175 9,753

機械装置及び運搬具（純額） 26,221 24,453

土地 16,948 16,948

その他（純額） 977 1,109

有形固定資産合計 54,322 52,264

無形固定資産

のれん 548 524

鉱業権 23,166 23,437

その他 52 44

無形固定資産合計 23,767 24,005

投資その他の資産

投資有価証券 4,319 4,750

その他 2,775 2,955

貸倒引当金 △756 △756

投資その他の資産合計 6,339 6,950

固定資産合計 84,429 83,220

資産合計 145,814 147,198
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,158 7,194

短期借入金 22,478 22,478

1年内返済予定の長期借入金 2,897 11,289

コマーシャル・ペーパー 6,000 9,000

未払法人税等 2,308 1,273

引当金 285 304

その他 5,824 4,987

流動負債合計 45,951 56,527

固定負債

長期借入金 31,560 22,094

退職給付引当金 2,191 1,980

その他の引当金 501 509

資産除去債務 1,368 1,388

再評価に係る繰延税金負債 5,061 5,061

その他 2,586 2,249

固定負債合計 43,269 33,283

負債合計 89,220 89,811

純資産の部

株主資本

資本金 14,630 14,630

資本剰余金 9,876 9,876

利益剰余金 21,696 21,386

自己株式 △23 △23

株主資本合計 46,179 45,870

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 781 1,267

繰延ヘッジ損益 482 81

土地再評価差額金 8,290 8,290

為替換算調整勘定 859 1,877

その他の包括利益累計額合計 10,413 11,517

純資産合計 56,593 57,387

負債純資産合計 145,814 147,198
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 75,397 89,875

売上原価 69,822 79,195

売上総利益 5,574 10,680

販売費及び一般管理費 6,476 7,333

営業利益又は営業損失（△） △901 3,347

営業外収益

受取利息 22 16

受取配当金 63 85

為替差益 768 －

受取ロイヤリティー － 573

その他 325 340

営業外収益合計 1,180 1,015

営業外費用

支払利息 383 331

為替差損 － 1,717

その他 80 81

営業外費用合計 463 2,130

経常利益又は経常損失（△） △184 2,232

特別利益

固定資産売却益 9 8

特別利益合計 9 8

特別損失

固定資産除却損 230 143

投資有価証券売却損 － 36

投資有価証券評価損 85 －

その他 3 0

特別損失合計 319 181

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△495 2,060

法人税、住民税及び事業税 849 1,335

法人税等調整額 53 355

法人税等合計 903 1,691

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△1,398 369

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,398 369
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△1,398 369

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △317 486

繰延ヘッジ損益 176 △400

為替換算調整勘定 △624 1,017

その他の包括利益合計 △765 1,103

四半期包括利益 △2,163 1,472

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,163 1,472

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

偶発債務

①　債務保証

　次の関係会社等について、金融機関等からの借入に対し債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

（非連結子会社）

天津東邦鉛資源再生有限公司
194百万円

（非連結子会社）

天津東邦鉛資源再生有限公司
223百万円

（関連会社）

群馬環境リサイクルセンター㈱
82　〃

（関連会社）

群馬環境リサイクルセンター㈱
19　〃

計 277　〃 計 243　〃

　

②　債権流動化に伴う買戻し義務

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

538百万円 541百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却費 5,376百万円 6,293百万円

のれんの償却額 27　〃 32　〃

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 950 7 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

　配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 678 5 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）　

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

製錬 資源 電子部材
環境・リ
サイクル

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 51,939　 7,685　 4,940　 3,199　 67,764　 7,632　 75,397　 －　 75,397　

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,981　 2,933　 87　 1　 5,003　 3,517　 8,521　
△8,521

　
－　

計 53,920　 10,619　 5,027　 3,200　 72,768　 11,150　 83,918　
△8,521

　
75,397　

セグメント利益又は損

失（△）
△145　

△2,494

　
611　 358　

△1,669

　
755　 △914　 13　 △901　

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、防音建材、土木・建築・プラン

トエンジニアリング、運輸、環境分析等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額13百万円には、セグメント間取引消去58百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△44百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）　

　

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

製錬 資源 電子部材
環境・リ
サイクル

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 60,926　 11,557　 5,139　 3,528　 81,152　 8,723　 89,875　 －　 89,875　

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,271　 4,848　 87　 6　 7,213　 3,777　 10,991　
△10,991

　
－　

計 63,198　 16,405　 5,226　 3,534　 88,366　 12,500　
100,867

　

△10,991

　
89,875　

セグメント利益又は損

失（△）
2,929　

△1,742

　
741　 636　 2,564　 715　 3,280　 66　 3,347　

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、防音建材、土木・建築・プラン

トエンジニアリング、運輸、環境分析等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額66百万円には、セグメント間取引消去170百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△103百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△10円30銭 2円72銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）
△1,398 369

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（百万円）
△1,398 369

普通株式の期中平均株式数（千株） 135,799 135,798

　（注）　当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　

平成26年２月10日

東邦亜鉛株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士 江口　泰志　　印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士 石川　純夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東邦亜鉛株式会社

の平成25年4月1日から平成26年3月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月1日から平成25年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年4月1日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東邦亜鉛株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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